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∵■1撃することにより、運転者の

酒気帯びの有無を確認すること。
・・・酒気帯びの有無について記録
臥  |,  ‐|・||すること。
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診断書等によう
認知症ではない
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認知機能検奎 認知症ではない

認知症のおそれなし
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診断書の提出

運転免許証の
取り消し
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新設される「受験資格特例教習」の受講が必須
19歳以上かつ普通免許等保有1年以上に受験資格がヨ|き下げられます。

○

横断歩道、裏路地の交差点では徐行して周りの状況をしつか

高齢書綺詈(2時閣)

●薔薔建学)

●通転週性検壼

一定の理反なし
案車による指導

更新期限までに合格しなしヽ

○

しつかり車間距離をとつて自動車の死角に入らないようにしましよう。

事
業
所
の
国
圏
轟
圏
圏

昼膵
雪
す́「春

■■  ,● ~卜‐●

′

安全運転管理者 1き 、下記の実覇か籟務化されま3
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運転免許証を重
新せす


